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[目的l

Y-sunメデイカル社製ジェットラングは、ジェット流

を制御し、呼吸の強さ、深さ、長さを、作成したパター

ンに従って実行する。

テスト肺の抵抗(R)とコンブライアンス(c)を変化させ

た時、口元での一回換気量(TV)や吸気時間(Ti)、平均吸

気流速(mFlow)、最大吸気流速(PFlow)の変化を検討し

た。

[方法]

テスト肺の設定は、(R=5、50cmH20/Llsec、C=27、60

mL/cmH20)、口元でのTVが50、100、200、400mLで、

作々のTiが、 0.6、0.8、1.0、1.2秒で、II}じて、のTV、Ti、

m Flow 、PFlowの変化を測定した。

[結果]

TV(%TV)mL 

設定TV 50 100 200 400 

R5C60 47.6 (100) 100.4 (100) 194.8 (100) 390.4 (100) 

R50C60 37.5合 (78.7) 71.2 (70.9) 129.2・(66.3) 250.3・(64.1)
R5C27 43.7 (91.7) 95.2 (94.8) 189.4 (97.2) 250.3 (96.0) 

R50C27 36.4会(76.5) 69.7* (69.4) 127.9・(65.7) 255.5 (65.4) 

Ti (%Ti) sec 

設定Ti 0.6 0.8 1.0 1.2 

R5C60 0.46 (100) 0.60 (100) 0.83 (100) 1.07 (100) 

R50C60 0.48 (103.0) 0.62合 (103.3)0.86* (103.1) 1.09合 (101.9)

R5C27 0.46 (99.6) 0.60 (99.0) 0.82 (99.2) 1.05 (97.5) 

R50C27 0.46 (99.4) 0.61・(101.7)0.86・(103.4)1.09" (101.6) 

m Flow (%m Flow) Usec 

設定TV 50 100 200 400 

R5C60 0.166(100) 0.166(100) 0.234(100) 0.364(100) 

R50C60 0.101 (61.0) 0.114合同 .5)0.151・(64.3)0.229・(62.9)
R5C27 0.113 (68.1) 0.159 (95.8) 0.230 (98.2) 0.358 (98.4) 

R50C27 0.094 (566.6) 0.113・(68.1)0.149吋63.4)0.234・(64.3)

P Flow (%P Flow) Usec 

設定TV 50 100 200 400 

R5C60 0.210 (100) 0.268 (100) 0.372 (100) 0.566 (100) 

R50C60 0.119・(56.6)0.158会 (59.1)0.202・(54.2)0.291・(51.5)
R5C27 0.214 (102.1) 0.253 (94.5) 0.360 (96.9) 0.537 (94.9) 

R50C27 0.130・(61.5)0.151' (56.5) 0.200吋53.8)0.307・(54.2)

[考察]

ジェットラングは、ジェット流で、ベローを駆動し、

従圧式の制御と同様となる。

TVの初期設定からの減少率はRが大きいほど大きく

なった。

%Tiに差はなく、 TVの減少した原因は、mFlowの減

少にあると考えられた。

この原因は、初期設定のR5C60のジェット流のまま

では、 Rが大きくなったときの駆動力が不十分で、抵抗

に打ち勝ち 2ndベローを十分に作動させられないため

と考えられた。


